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はじめに

【推奨環境】

このレポート上に書かれているURLはクリックできます。できない場合は最新のAdobeReaderをダウンロードしてください。（無料）

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.html
◆　著作権について

 当レポートは、著作権法で保護されている著作物です。使用に関しましては、以下の点にご注意ください。
◇　レポートの著作権は、作者にあります。作者の書面による事前許可なく、本レポートの一部、または全部をインターネット上に公開すること、およびオークションサイトなどで転売することを禁じます。 

◇　本レポートの一部、または全部をあらゆるデータ蓄積手段（印刷物、電子ファイル、ビデオ、ＤＶＤ、およびその他電子メディアなど）により複製、流用および転載することを禁じます。 

◆　使用許諾契約書
本契約は、レポートダウンロードした法人・個人（以下、甲とする）と作者（以下、乙とする）との間で合意した契約です。
本レポートを甲が受けとることにより、甲はこの契約は成立します。 

第1 条（目的） 本契約は、本レポートに含まれる情報を、本契約に基づき、甲が非独占的に使用する権利を承諾するものです。 

第2 条（第三者への公開の禁止） 本レポートに含まれる情報は、著作権法によって保護されています。また、本レポートの内容は、秘匿性の高い内容であり、甲はその情報を乙との書面による事前許可を得ずにいかなる第三者にも公開することを禁じます。 

第4 条（損害賠償） 甲が本契約の第2 条の規定に違反した場合、本契約の解除に関わらず、甲は乙に対し、違約金として、違反件数と金壱萬円を乗じた価格の10 倍の金額を支払うものとします。 

第5 条（その他） 当レポートに沿って実行し、期待通りの効果を得ることができず、万一如何なる損益が生じた場合でも、乙は甲に対して責任を負わないものとする。
▼インプットとアウトプットの量を増やす
１．インプットの量を増やす
ビジネス構築のご相談を数多く受けて来ましたが、その際に感じることが多いことをお伝えします。
基本的にインプットの量が少ない方が多いです。
ただ世の中には情報が溢れているし、その中には嘘、まがい物も多いので、全てを網羅することは不可能かと思いますが、気になった本やタイトルなどは積極的にメモを取るようにしましょう。
例えば本のタイトルで目を引いたものがあれば、是非読んでください。
アマゾンで中古本なら安く買えます。
アウトプットが出来ないのは情報が少ないからです。
アウトプットするためにはインプットが必要で、それは本から是非得てほしいのです。
私ごとになりますが、私はマンガでもなんでも「本」でさえあれば、ほぼ無条件に買って与えてもらっていました。
その御蔭で、高校くらいまで、漢字の勉強はしたことがありませんでした。
なぜならコロコロとかには漢字全てにふりがなが振ってあったからです（今は違うかもしれませんが）。
マンガを読むことで、主人公の気持ちの動きも分かりましたし、自己啓発本を読むことで、「人の心理はこうやって操作するんだ」というのも理解出来ました。
まずは良質の情報にたくさん触れてください。
そうすることで、必ずアウトプットの質は高くなります。
２．アウトプットの量を増やす
あと、私と接点が多い方は分かっていただけると思うのですが、私は得た情報をすぐに人に話すようにしています。
こうすることで、得た知識がより深く身につくからです。
当然相手としても、新しい正しい情報であれば知りたいと思っていただいている内容に限りますが。
アウトプットを意識してインプットをすることでさらにインプットの質も高くなりますし、何よりアウトプットすることで、内面の心を言語化することが早く、スムーズになります。
アウトプットをたくさんすることで、あなたの本来身につけられる知識量は、話さなかった場合と比べると１０倍以上変わってきます。
単に読んだだけだと「ふーん」で終わっていた情報は明日にはもう忘れているかもしれません。
ですが、話すことで、一段深く記憶に刻まれますし、何より話すことで相手が興味を持っている顔が快感になり、また同じようにしようと考えるようになります。
いいスパイラルを生み出しやすいのです。
まずは、インプットの量を増やしたら、次はアウトプットもするようにしましょう。
これは口頭で話さなくてもブログなどで情報発信するのでも構いません。
要は自分の中で一度自分の言葉にする過程が重要なのです。
アウトプットの量も増やすよう心がけてください。
３．そもそも量から質は産まれる
今の私を知っている方はどう見えるか分からないですが、基本的に話し始めると「何が言いたいの？」「結論から教えてくれる？」と言われる側の人間でした。
それを３年間３６５日電話報連相をするようになってから、要点をコンパクトに、相手の集中力が続く範囲でプレゼンをすることが出来るようになってきました。
たくさんインプットもアウトプットもしたから、良質なコミュニケーションが取れるようになったのです。
覚えておいてください。
最初からうまく出来る人はいません。
量から質は産まれるのです。
まずは下手でもいいので、インプットとアウトプットの量を増やす意識をする。
フィードバックを受けたら短く出来るようにしてみる。
慣れるまで一定時間が必要かもしれません。
ですが、必ず花は開きます。
もし今結果が不満足なら、量が足りないだけです。
今後一生使える財産ですので、まずは量をこなして見てください。
作者：生き方改革塾　塾長　臨床心理士　舩曳　泰孝
メールアドレス：info@cbtskill.com
ホームページ：「CBT」http://cbtskill.com/
こから本文になります。friend.pl?id=0000000
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